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   長野県屋代高等学校附属中学校 中高一貫教育の概要 （グランドデザイン案）  ２３．５ 現在 

 校 是  
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〈高い知性と創造性〉
揺るぎない学力や豊かな教養を持った生徒
知的好奇心や科学的探究心による豊かな創造力を持った生徒
〈豊かな人間性〉
自然や文化を愛し、豊かな感性と表現力を持った生徒
人間を尊重し、連帯感を持ちながら共に向上する生徒
〈健やかな体と心〉
高い志を持ち、自己の未来を拓く、心身ともに健康な生徒

教

育

目

標
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学力の充実と、知性の啓発に努める。
自主独立の気風を養い、創造性を育成する。
情操豊かな人間性を陶冶し、健康な心身を鍛錬する。

〒387-8501  長野県千曲市屋代１０００  
TEL  026-272-0069  FAX  026-261-3450 
URL   http://www.nagano-c.ed.jp/yashiro/ 
E-mail   yashiro@nagano-c.ed.jp   
 

区分

学習

学年
屋代附属中学校 屋代高等学校

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

○学習習慣の確立を図りながら、基礎的学力と学習方
法を習得する。
○学ぶ楽しさを味わい学習への興味・関心・意欲を高め

る。

○自発性、自主性を生かしながら、幅広い確かな学力
を習得する。
○深化・発展学習の充実を図り、活用力や思考力を育

成する。

○進路希望別にコース・講座編成を行い、個性・能力・
進路に応じた学力を習得する。
○選択講座を通して実践力、応用力を育成する。

キャリア
教育

自己理解 自己啓発 自己実現
○ 自己の個性を見つめ、自己有用感を獲得する。
○ 働くことへの理解や仕事に関する理解を広げる。

○ 自己の適性・能力を理解し、その伸長に努め、自己
を受容する。
○ 働くことの大切さと厳しさを知り、自己の将来につい
て考える。

○ 自己理解を深め、将来の生き方や将来設計を立案
する。
○ 勤労観、職業観を確立し、進路実現に努力する。

基礎期 充実期 発展期

 
○55 分授業の実施 
○中学・高校の枠にとらわれない学習内容の再構成 
○縦と横の学びを紡ぐ深化・発展学習 
○中高教員の乗り入れ授業 
○「鳩学」（総合的な学習の時間） 
○学校設定教科「科学リテラシー」 
○SSH の活用 
○学力向上と進路実現 

高い知性と創造性 
 
○キャリア教育を通した「学ぶ志」の涵養 
○第一線で活躍する社会人から学ぶキャリア講演会 
○先端企業、研究施設等の見学 
○大学施設見学、体験 
○宿泊研修 
 ・自然体験 ・施設体験 ・国内研修 ・海外語学研修 
○個性を伸ばす親身な指導 
 

豊かな人間性 
 
○6年間継続したきめ細かなサポート体制 
○開かれた集団づくりと心の教育の充実 
○道徳教育の充実                      
○異年齢集団による活動 
 ・中高合同行事 ・部（班）活動 ・生徒会 
○福祉・奉仕体験活動 
○生活指導を通じた自立心の涵養 

健やかな心と体 

人の心の痛みのわかる豊かな人間性の涵養、伸びる力を伸ばす学力の向上などにより、さまざまな

分野でリーダーシップを発揮することができ、社会のために貢献できる人材の育成を目指す。 
教育理念 

 
 
 
 
中高一貫教育校として 
○豊かな人間性の育成やキャリア教育の充実を図
り、21 世紀を担う有為な人材の育成を行う。 
○６年間を見通した計画的・継続的な教育課程を
編成し、学力向上を図る。 
○生徒が自主的自立的に学業･班活動・生徒会活動
に取り組み、学力や理性を伸長できるよう惜しみ
ない指導支援を行う（教師の宣言）。 

学校運営の基本方針 

資料１ 



 

   

 

６年間の学習指導計画(案) 

（平成23年 5月現在） 

 

(1) 各教科の６年間の学習指導計画 

(2) 道徳教育全体計画 

    (附属中学校・屋代高校) 

 

 

 

 

  平成２４年度開校 

長野県屋代高等学校附属中学校 

 

平成23年６月２日 

資料２ 



学習目標 学習内容 深化・発展的学習（例）
新しい世界へ ①【通年】基礎的な古文･漢文の輪読（ノート提出）

視野を広げる ②古語辞典を引くこと

心の歩み ③メディアリテラシーⅠ（新聞を比較しよう）

古典との出会い ④課題研究Ⅰ（例　言葉を調べよう）

真実を語る

自分を見つめる

生活と言葉

意見文

書写

課題研究Ⅰ

心を開く ①【通年】基礎的な古文･漢文の輪読（ノート提出）

真実を探る ②古作文に挑戦

人間のきずな ③メディアリテラシーⅡ（画像から情報を読み取る）

古典との出会い ④課題研究Ⅱ（例　言葉の修飾法を調べよう）

真実と意見

生きる姿

広がる言葉

意見文

書写

課題研究Ⅱ

心の在り方 ①【通年】基礎的な古文･漢文の輪読（ノート提出）

社会をとらえる ②古典文法から現代文法の変遷

状況に生きる ③メディアリテラシーⅢ（動画から情報を読み取る）

古典を楽しむ ④課題研究Ⅲ（例　文学作品を調べよう）

理論の展開

人間と言葉

意見文

書写

課題研究Ⅲ

高１

高２

高３

中３
【充実期】
論理的思考力やそれに基
づく表現力の充実を目指
すとともに、言語文化に関
する理解を深めその向上
に資する態度を養う。

【発展期】
言語文化としての国語の
正しさ、美しさを学ぶ中か
ら、客観的思考力や的確
な判断力・思考力に基づく
相互理解の姿勢の涵養を
目指す。

＊中学校の学習内容については、現行の学習指導要領における教科書（光村）によるものです。使用教科書決定後変更します。

＊高校については、現行の学習指導要領の教育課程によるものです。

　 国語力はすべての学問･研究の土台となるものであるという観点に立ち、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」
という各領域の力の涵養を図るとともに、その深化･発展を目指す。
・学びの中の協同的対話の姿勢を通して感じ取る力、考える力、伝える力を高める。
・文化伝統への理解を深め、それを継承していく力を育てる。

６年間の学習指導計画（案）　【国語】

１ 指導の方針

２  指導計画

中１
【基礎期】
学習する態度や姿勢の確
立、学習方法の定着、基
礎的・基本的な知識・技能
の定着、話し合いのできる
学習環境の確立と充実を
目指す。

現代文や古典の多くの作
品に触れ、心情を豊かに
し、言語感覚を磨くとともに
言葉による表現能力の向
上を目指す。

中２

国語総合
①これまで培ってきた「話す」「聞く」「書く」「読む」「見る」という力をより高く、強く、広く、深く追究す

る中から、現代から古典にまで亘る言語文化を学び感受力、理解力、表現力を養う。

現代文

① 小説、評論、詩歌等を通して、心情や

論旨の展開・構造を理解し、主旨を正確に

読み取る力を養う。そうした力を基に自己

の考えを正しく表現したり、相互理解に役

立つ力を身につける。

古典

①正確な文法知識と古典的常識を学ぶ中

から、多くの作品に触れ、わが国の言語や

風習、考え方、感じ方に深く思いを致し、伝

統文化としての「古典」を継承していく心と

姿勢を養う。



学習目標 深化・発展的学習（例）
世界の地域構成

世界各地の人々の生活と環境

世界の諸地域

世界のさまざまな地域の調査

日本の地域構成

世界と比べた日本の地域的特色

日本の諸地域

［地理的分野］のまとめ

歴史の流れ

古代までの日本

中世の日本

近世の日本

開国と近代日本の歩み

二度の世界大戦と日本①

二度の世界大戦と日本②

現代の日本と世界

歴史の流れ［歴史的分野］のまとめ

現代社会とわたしたちの生活

人間の尊重と日本国憲法

現代の民主政治と社会

わたしたちの暮らしと経済

地球社会とわたしたち

中学社会のまとめと高校地歴・公民への導入

高１

高２

高３

・身近な地域について課題を設定し、資料情
報を集めて整理・分析して探究発表する。

・同時代の世界の歴史にも目を向け、広い視
野で日本の歴史をとらえる。

中２

歴
史
的
分
野

・県立歴史館など地域の施設を生かして、
テーマ学習を行う。

【基礎期】
・現代の日本と世界、私たち
の生活に関する様々な課題
を地理的に把握し具体的に
学習する。
・「古代」「中世」「近世」「近
代」「現代」という歴史区分に
ついて、各区分の特色を把
握し大きな歴史の流れや枠
組みを理解する。

中１

地
理
的
分
野

・日頃から地図や地球儀を身近におき、「地図
や地球儀の中で理解する」習慣を身につけ
る。

６年間の学習指導計画（案）　【社会（地歴･公民）】
１ 指導の方針
・中高一貫の全体の枠組みの中で学習内容を整理精選し、地理・歴史・公民それぞれの分野で学習内容の解像度を
あげていき、スパイラル的な深化・発展を図る。
・社会の仕組み、人間のあり方、生き方を社会的・地理的・歴史的・公民的など様々な角度から理解し、多面的・多角
的にとらえることができる力をつける。
・常に疑問や問題意識を持ち、資料を吟味し、その中から必要な情報を分析し、自分の考えをまとめて発表できる力
をつける。

２  指導計画
学習内容

＊高校の教育課程、学習内容等については、現在検討中で、確定したものではありません。

中３
【充実期】
・今、地域で、日本で、
世界で何が起こってい
るかに関心を持ち、最
新の情勢に目を向け考
えられるようにする。

歴
史
的
分
野

公
民
的
分
野

【発展期】
・現代社会の諸課題
を、地理的・歴史的に
理解し、深く考える能
力を育てる。
・社会のあり方・人間の
生き方を深め、諸課題
に向き合う力を育む。

＊高校については、現行の学習指導要領の教育課程によるものです。

・松代大本営を見学し、他の国の人々と共に
生きる日本のあり方を考える。

・体験・演習を通して、経済の原理や選挙制度
について理解する。

・環境や高齢化、エネルギーなどの社会問題
について討議する。

世界史Ａ
①世界史へのいざない
②世界の一体化と日本
③地球社会と日本

現代社会
①私たちの生きる社会
②現代社会と人間としてのあ
り方生き方
③共に生きる社会を目指して

文系→世界史Ｂ必修 文系･理系→日本史Ｂ、地理Ｂより１科目選択必修

世界史Ｂ
①世界史への扉

②諸地域世界の形成

③諸地域世界の交流と再編

④諸地域世界の結合と変容

⑤地球世界の到来

日本史Ｂ
①原始・古代の日本と東南アジア

②中世の日本と東南アジア

③近世の日本と世界

④近代日本の形成と世界

⑤両世界大戦期の日本と世界

⑥現代の日本と世界

地理Ｂ
①様々な地図と地理的技能
②現代世界の系統地理的考
察
③現代世界の地誌的考察

文系→政経倫理、世Ｂ、日Ｂ、地Ｂより２科目 理系→政経倫理、日Ｂ、地Ｂ

政治･経済

倫理 世界史Ｂ 日本史Ｂ 地理Ｂ



学習目標 学習内容 深化・発展的学習（例）
正の数と負の数 加法と減法、四則の混じった計算

式の計算
多項式の計算、単項式の乗法と除法
文字式の利用

方程式 1次方程式、連立方程式、連立方程式の利用

平面図形 三角形の内心・外心

空間図形 立体の切断

比例・反比例 いろいろな比例・反比例とグラフの観察

１次関数 1次関数と方程式、1次関数の利用

資料の活用 度数分布表・ヒストグラム・箱ひげ図

課題学習 身の回りを統計的に調べる

図形と合同 合同条件をいろいろな図形に適応

式の計算 因数分解、式の計算の利用

平方根 根号を含む式の計算、有理数と無理数

２次方程式 ２次方程式の解き方、２次方程式の応用

関数 ｙ＝ａｘ2
関数ｙ＝ａｘ２、関数ｙ＝ａｘ２ のグラフと利用
いろいろな関数

確率 数え上げの工夫

課題学習 身の回りを確率的に調べる

円 円周角、接弦角、内接四角形の外角の定理
の統合図形と相似 三角形の相似条件、中点連結定理の空間適応

三平方の定理 三平方の定理をいろいろな図形に適応

線分の比と計量
三角形の重心、線分の比と面積比、
相似な図形の面積比、体積比の応用

整数の問題 約数倍数、整数を解とする方程式

課題学習 数学史を調べる

高１

高２

高３

２  指導計画

１ 指導の方針

中３

【充実期】
　数学的活動を通して論
理的な思考力の育成を目
指す。
　基礎的な概念や原理・法
則をもとに事象を考察する
ことで、数学の楽しさやよ
さを実感し、それらを活用
して考えたり判断したりし
ようとする態度を育てる。

【発展期】
　数学的活動を通して体
系的な考察と高い活用能
力の育成を目指す。
　基本的な概念や原理・法
則を体系化し、創造性の
基礎を培うとともに、数学
のよさを認識し、それらを
積極的に活用して数学的
論拠に基づいて判断する
態度を育てる。

＊高校の教育課程、学習内容等については、現在検討中で、確定したものではありません。

６年間の学習指導計画（案）　【数学】

　 数学が好きでたまらない生徒を育てる。
そのために「なぜ」が芽生えるような学習内容を、中学・高校の枠にとらわれず精選し、体系的に配置する。
　 具体的な方針としては、数学的モデル化の重視とテクノロジー（PC、グラフ電卓など）の利用がある。
数学的モデル化の重視によって、数学の中だけではなく、現実と数学の間での活動が期待できる。またテクノロジー
の利用によって、現実の数値が扱いやすくなったり、場面の推測よりも、その場面が起きる理由を考えることに、授業
の重点を移したりすることが可能になる。
　 さらに、ジュニア数学オリンピックなどへの積極的な参加体制を取り、外部評価も意識する。

中１

【基礎期】
　まずは学習習慣の確立
を目指す。授業の受け方・
ノートの取り方・家庭学習
（予習・復習）の仕方などを
しっかり身につけさせる。
　その上で数学的活動を
通して、計算や読みなどの
基礎的な力を定着させ、
数学的な見方・考え方など
の基本的な追究姿勢を学
ぶことで、数学を使って事
象を観たり考えたりするこ
との楽しさに気づかせる。

中２

数学Ⅰ ＋ 数学Ａ
①数と式 ②図形と計量 ①場合の数と 確率 ②整数の性質
③二次関数 ④データの分析 ③図形の性質

数学Ⅱ ＋ 数学Ｂ
①いろいろな式 ①確率分布と
②図形と方程式 統計的な推測
③指数関数、対数関数 ②数列
④三角関数 ③ベクトル

数学Ⅱ ＋ 数学Ｂ
①いろいろな式 ①確率分布と

統計的な推測
②数列 ②整列
③指数関数、対数関数 ③ベクトル
④三角関数
⑤微分、積分の考え

数学Ⅲ
①平面状の曲線と複素数平面 ②極限
③微分法 ④積分法



学習目標 深化・発展的学習（例）

身近な物理現象
可視光線について
周波数について

力と圧力 水圧の定義

身の回りの物質
密度について（アルキメデスの原理）
温度について（水の凝固点、沸点）

植物の生活と種類

光学顕微鏡のしくみ
微生物、シダ植物、コケ植物の観察
被子植物と裸子植物について

大地の成り立ちと変化 化石からわかること

電流とその利用 発電所のしくみ

化学変化と原子・分子
物質の構成粒子について
共有結合、周期表について
携帯カイロのしくみ

動物の生活と生物の変遷
神経系について
進化論の歴史と現代の進化学説について

気象とその変化 川中島の霧について

運動とエネルギー 仕事について

化学変化とイオン 水溶液について

科学技術と人間 石油について

生命の連続性 メンデルの遺伝法則の歴史

地球と宇宙 ケプラーの法則について

自然と人間
生物多様性について
環境保全と環境保護の違い

高１

高２

高３

６年間の学習指導計画（案）　【理科】
１ 指導の方針

２  指導計画

中１
【基礎期】
身近な自然事象に興
味関心をもち、観察・実
験を通して、自然の事
物・現象を積極的に探
究する基礎的な能力と
態度を身につける。

中２

第
１
分
野

・理科教育の体系に立って中学校理科から高校理科での関連性を大切にし、基本的な概念の形成を図るとともに、探
究する方法の習得を通して、科学的な思考力、判断力及び問題解決能力を育成する。
・観察、実験を重視し、その結果を整理し考察する学習活動、科学的な概念を使用して考えたり説明したりする学習
活動、探究的な学習活動を充実させる。
・ＳＳＨとの関連をはかり、最先端の科学技術や研究を学ぶ学習を通し、知的好奇心を高めながら、科学を学ぶ意義
や有用性を実感させ、科学への関心の高揚を目指す。

第
１
分
野

第
２
分
野

第
２
分
野

学習内容

中３

【充実期】
様々な事象を科学的に
考え、それらを支配す
る基礎的な理論や法則
についての理解を深
め、科学的な見方や考
え方を養う。

【発展期】
科学的に探究する能力
とともに、自然の事象・
現象についての理解を
深め、科学的な自然観
を育成する。

＊高校の教育課程、学習内容等については、現在検討中で、確定したものではありません。

第
１
分
野

第
２
分
野

基礎科目を３つ選択

４単位科目から１科目または２科目選択

物理基礎

①物体の運動と
エネルギー
②様々な物理現象
とエネルギーの
利用

化学基礎

①化学と人間生活
②物質の構成
③物質の変化

生物基礎

①生物と遺伝
②生物の体内環境
の維持
③生物の多様性と
生態系

地学基礎

①宇宙における地球
②変動する地球

物 理

①様々な運動
②波
③電気と磁気
④原子

化 学

①物質の状態と平衡
②物質の変化と平衡
③無機物質の性質
と利用

④有機化合物の性質
と利用

⑤高分子化合物の性質

と利用

生 物

①生命現象と物質
②生殖と発生
③生物の環境応答
④生態と環境
⑤生物の進化と系統

地 学

①地球の概観
②地球の活動と歴史
③地球の大気と海洋
④宇宙の構造



学習目標 音楽 美術 書道･書写
絵画（デッサン）
水彩画（心に残る情景）
デザイン
マークデザイン
立体構成
鑑賞（日本美術と西洋美術の違い）

デッサン
風景画
デザイン（抽象表現）
ポスター制作
彫刻（バードカービング）
鑑賞（日本美術）

自画像（絵画）

絵画（コラージュ技法）

版画（ドライポイント技法）
紙工芸
デザイン（情報デザイン）
鑑賞（現代美術）
作家研究

高１

高２

高３

鑑賞
･日本音楽、西洋音楽等

表現<我が国の伝統的な歌唱>
・長唄「勧進帳」

表現<器楽>
･様々な楽器によるｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ

表現<創作>
･詩にふさわしい旋律創作

鑑賞
･西洋音楽、雅楽等

中３

【充実期】
<音楽>
主体的に音楽活動に取り組み、音
楽を愛好する心情や態度を高め
る。多様な音楽表現の豊かさや美
しさを感じ取り、表現の技能を伸ば
し、創意工夫して表現する能力を
高める。音楽によって生活を明るく
豊かなものにし、生涯にわたって
音楽に親しんでいく態度を育てる。

<美術>
主体的に美術活動に取り組み美
術を愛好する心情や態度を養う。
観察力を高め、豊かに発想する力
や創造的に表現する能力を伸ば
す。美術作品や文化遺産の理解を
深め、心豊かに生きることと美術
の関りについて関心を持つ。

【発展期】
<音楽>音楽の幅広い活動を通し
て、生涯にわたり音楽を愛好する
心情と音楽文化を尊重する態度を
育てるとともに、感性を磨き、個性
豊かな音楽の能力を高める。

<美術>美術の幅広い創造活動を
通して、創造的発想力・美的直感
力・審美眼・人間理解・研究心等を
育み豊かにし、美術を愛好する心
情を育てる。また、美を感受し理解
する意識を高め、創造的な表現と
鑑賞の諸能力を伸ばす。

国語（書写分野）
・多様な文字と表現
･毛筆の基礎技能

６年間の学習指導計画（案）　【芸術（音楽、美術、書道）】

１ 指導の方針
＜音楽＞中学校では、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音や音楽への興味関心を養い、音楽によって生活
を明るく豊かなものにする態度を育てる。多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、基礎的な表現の技能を身に
付け、創意工夫して表現する能力を育てる。高校では、音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心
情を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。
＜美術＞絵画、デザインなどの造形芸術に求められる基礎的技術、知識、制作に対する姿勢を学び、美に対する感
性を豊かにすることを目指す。高校の美術では、中学で学んだ基礎をさらに充実発展させ､美術系、工学系（工業デザ
イン、建築等）進学希望者にも対応する授業を行う。
＜書写＞中学校…書写への興味関心を高め、「書こう」という意欲を持たせる。文字を正しく整え、速く書くための基本
を押さえる。書写の能力を日常生活の中で役立てる。毛筆による書写の指導は、硬筆による書写の能力の基礎を養
えるようにする。高校…書道の創造的な諸活動を通して、書を愛好する心情を育てる。書写能力を高め、個性豊かな
表現と鑑賞の能力を伸ばす。

２  指導計画

中１

【基礎期】
<音楽>
音楽活動の楽しさを体験すること
を通して、音や音楽への興味・関
心を養い、音楽によって生活を明
るく豊かなものにする態度を育て
る。多様な音楽表現の豊かさや美
しさを感じ取り、基礎的な表現の技
能を身に付け、創意工夫して表現
する能力を育てる。

<美術>
楽しく美術の活動に取り組み、観
察力、集中力を身につける。豊か
に発想する能力や表現方法、技術
を身につける。自然の形や色彩、
優れた東西の美術作品の基礎的
理解や見方を広げ、美術文化に対
する関心を育てる。

中２

国語（書写分野）
・楷書
･行書
･毛筆の基礎技能

国語（書写分野）
・目的や必要に応じた
楷書、行書
･毛筆の基礎技能

表現<歌唱>

表現<器楽>
･アルトリコーダー

表現<創作>

鑑賞
･「春」「魔王」「郷土の音楽」等

表現<歌唱>

表現<器楽>
･アルトリコーダー　・篠笛

表現<創作>
･篠笛を利用した旋律創作

音楽･美術･書道の中から１科目を選択

書道

①表現
・漢字仮名交じり
の書
・漢字の書
・仮名の書

②鑑賞

美術

鉛筆デッサン（手をモチーフ

にして）/色彩表現（四季と味
覚）形と色彩による抽象表現/
自画像制作（模写背景と人

物）/ ケント紙による立体表現
/鑑賞（西洋画と東洋画）/鳩
祭ポスター制作/模写（西洋
画と東洋画）/ダンボールによ
る立体構成（公園モニュメン

ト）/洋菓子と和菓子のデザイ
ン（紙粘土制作）/絵本制作
（好きな楽曲の歌詞のイメー

ジから）/美術系（建築、工学
含む）/進学者の実技試験対
応を考えた授業

音楽

歌唱（合唱、独唱、重唱）
リズムアンサンブル
器楽（リコーダー、クラシック
ギター）
和楽器（篠笛）
創作
鑑賞と楽典は各単元に併せ
て実施
音楽系進学者の実技試験対
応を考えた授業



学習目標 体育分野
体つくり運動と体力テスト
器械運動（マット運動） ・ 身体機能の発達 

陸上競技（短距離走・リレー・長距離走・走り幅跳び） ・ 生殖にかかわる機能の成熟

水泳（クロール・平泳ぎ） ・ 精神機能の発達と自己形成

・ 欲求やストレスへの対処と心の健康

武道（柔道）
ダンス（リズム・創作ダンス）
体育理論
体つくり運動と体力テスト
器械運動（マット運動・跳び箱） ・ 身体の環境に対する適応能力･至適範囲

陸上競技（短距離走・リレー・長距離走・走り高跳び） ・ 飲料水や空気の衛生的管理

水泳（クロール・平泳ぎ・背泳ぎ） ・ 生活に伴う廃棄物の衛生的管理

・ 交通事故や自然災害などによる傷害の発生要因

武道（柔道） ・ 交通事故などによる傷害の防止

ダンス（リズム・創作ダンス） ・ 自然災害による傷害の防止

体育理論 ・ 応急手当

体つくり運動と体力テスト
器械運動（マット運動・跳び箱） ・ 健康の成り立ちと疾病の発生要因

陸上競技(短距離走・リレー・長距離走・ハードル走） ・ 生活行動、生活習慣と健康

水泳（クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ） ・ 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

・ 感染症の予防

・ 保健、医療機関や医療品の有効利用

武道（柔道） ・ 個人の健康を守る社会の取り組み

ダンス（リズム・創作ダンス）
体育理論
体つくり運動と体力テスト 現代社会と健康

・ 健康の考え方
・ 健康の保持増進と疾病の予防

陸上（短距離走・長距離走・投てき・ハードル走） ・ 精神の健康
水泳（クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ） ・ 交通安全

武道（柔道） ・ 応急手当

体育理論 生涯を通じる健康
体つくり運動と体力テスト ・ 生涯の各段階における健康

・ 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関

・ 様々な保健活動や対策

陸上（短距離走・長距離走・投てき・走り高跳び） 社会生活と健康
水泳（クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ・メドレー） ・ 環境と健康

武道（柔道） ・ 環境と食品の健康

体育理論 ・ 労働と健康
体つくり運動と体力テスト

陸上（短距離走・長距離走・投てき・走り幅跳び）
水泳（クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ・メドレー）

武道（柔道）
体育理論

高２

【発展期】
運動技能の向上を目
指し、公正・協力・責任
などの態度や、生涯に
わたり継続的に運動を
楽しめる態度を身につ
ける。

球技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ﾃﾆｽ・ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ・
　　ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・ｻｯｶｰ・卓球・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

高３

球技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ﾃﾆｽ・ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ・
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・ｻｯｶｰ・ﾌｯﾄｻﾙ・卓球・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

球技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ･ｻｯｶｰ・ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
　　　　　･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・卓球・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）

高１

球技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ﾃﾆｽ・
　　　　　ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ・卓球・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

＊高校については、現行の学習指導要領の教育課程によるものです。

健康な生活と疾病の予防

傷害の防止

健康と環境

心身の機能の発達と心の健康
　

６年間の学習指導計画（案）　【保健体育】
１ 指導の方針

・いろいろな種目の運動を学習するなかで、運動の楽しさ・喜びを経験し、さらに練習やゲームをするなか
で達成感・成就感が味わえるようになる。
・学習を通して、体力の向上を図ることを目標とし、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育て、たくま
しい心身をつくる。

２  指導計画（平成23年４月現在）

中１

【基礎期】
運動の特性を知り、積
極的に仲間と関わり協
力して練習やゲームを
工夫するなかで、運動
の楽しさや喜びを味わ
うことができるようにす
る。

中２

保健分野

球技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ･ｻｯｶｰ・ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
　　　　　･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・卓球・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）

球技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ･ｻｯｶｰ・ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
　　　　　･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・卓球・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）

中３ 【充実期】
運動や健康・安全を理
解し、合理的な実践を
通して運動技能を高
め、自主的・積極的に
取り組むことができるよ
うにする。



学習目標 家庭分野

　

地域の食文化

高１

高２

高３

【充実期】【発展期】
＜家庭＞人の一生と家
族・家庭及び福祉，衣
食住，消費生活などに
関する基礎的・基本的
な知識と技術を習得さ
せ，家庭や地域の生活
課題を主体的に解決す
るとともに，生活の充実
向上を図る能力と実践
的な態度を育てる。
＜情報＞情報及び情報
技術を活用するための
知識と技能を習得さ
せ，情報に関する科学
的な見方や考え方を養
うとともに，社会の中で
情報及び情報技術が果
たしている役割や影響
を理解させ，社会の情
報化の進展に主体的に
対応できる能力と態度
を育てる。

＊高校の教育課程、学習内容等については、現在検討中で、確定したものではありません。

６年間の学習指導計画（案）　【技術･家庭】
１ 指導の方針

技術分野

【技術分野】
・ものづくりを支える能力などを一層高めるとともに，よりよい社会を築くために，技術を適切に評価し活用できる
能力と実践的な態度の育成を重視する。
・学校設定教科「科学リテラシー」との関連を図りながら、情報技術を活用するための知識と技能を習得させるとと
もに、情報モラルの育成を図る。

【家庭分野】
・生活の自立と家族・家庭・社会とのつながりを重視し，よりよい生活を送るための能力と実践的な態度の育成を
重視する。

２  指導計画

中１

中２

中３
プログラムによる計測と制御生活の課題と実践

【基礎期】【充実期】
生活に必要な基礎
的・基本的な知識及
び技術の習得を通し
て，生活と技術との
かかわりについて理
解を深め，進んで生
活を工夫し創造する
能力と実践的な態度
を育てる。

家庭と家族関係
　こどもの生活と家族・家庭

情報通信ネットワークと情報モラル

材料と加工に関する技術を利用し
た設計と製作

中学生の食生活と栄養 メディアを活用した中学校生活の
紹介

衣服の選択と手入れ
エネルギー変換に関する技術を利
用したロボット製作

家庭生活と消費・環境
生物育成に関する技術を利用した
栽培

学校設

定教科

「科学リ

テラ

シー」の

スキル

分野

①ＰＣ基
礎操作
②ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ利用
③文書
作成･表
計算
④プレゼ
ンテー
ション
④情報ﾘ
ﾃﾗｼｰ

情報

①情報の活用と表現
②情報通信ネットワークとコ
ミュニケーション
③情報社会の課題と情報モラ
ル
④望ましい情報社会の構築

家庭基礎

①人の一生と青年期
②屋代高校の生活
③衣生活の管理と健康
④食生活の管理と健康
⑤消費行動と環境
⑥乳幼児の発達と保育・福祉
⑦高齢者の生活と福祉
⑧人の一生と家族・家庭



学習目標 学習内容 深化・発展的学習（例）
あいさつ・身の回りの物 一般動詞を覚えよう

アルファベット

疑問・応答・依頼・指示 人称代名詞を使って

自己紹介 自己紹介･人紹介

数字・場所・時の表現 時の表現を使って私の一日を書く

異文化・異言語（導入） １年の振り返りを英語で

文法（be動詞・一般動詞など） 英語の絵本･童話

肯定文・疑問文・否定文 過去形の活用

異文化の生活・習俗・歴史 マイノリティー文化の研究

コミュニケーション手段 自分の地域を英語で

環境・開発（図表・グラフ） 観光英語調査

スピーチ（将来の夢） 私の夢スピーチ

地球規模の問題 体験学習レポート

時制（過去・現在・未来） 各国の言語

不定詞・動名詞 身近な物の用途

比較（原級・比較級・最上級） メールへの返答

受動態 新聞の読解･新聞作り

インタビューの仕方 日常動作

レポートの書き方・発表の仕方 地図と道筋

対話・意見表明 興味ある国を紹介しよう

説明・報告 戦争と平和を学ぶ

完了形（現在完了） キング牧師の演説

不定詞の様々な用法 ディスカッション

分詞（現在分詞・過去分詞） 手話

様々な構文 英語スピーチ

高１

高２

高３

６年間の学習指導計画（案）　【英語】
１ 指導の方針
　 周囲にある身近なものから、自然や社会といった大きなものまで、未知なものへの好奇心を育みながら、英語を用
いて与えられた音声情報や文字情報を的確に理解し、吸収する。また、得た情報に関する意見や感想を積極的に英
語で表現し、仲間と意見交換する中で深化させ、適切な形で報告・発表することができるようにする。特に自然科学
の領域に関する知見を深め、興味・関心に基づいて英語から直接情報を正確に入手し、入手した情報を適切な形で
発表できる能力を養う。

２  指導計画

中１

【基礎期】　あいさつや定
型句などの英語表現を身
につけながら、簡単な英語
のやり取りの仕方を学び、
自ら使えるようになる。ま
た、周囲にある身近なもの
の名前、形態・状態の表
現、またそれらを用いた動
作や動きといった様々な
表現を身につけ、それらを
簡単なメッセージのやり取
り（聞く・読む・話す・書く）
に利用することができる。

中２

中３
【充実期】　日常的なもの
や周囲のものから興味・関
心を広げ、自然・科学・文
化・社会・歴史に関して学
び、意見を形成し、互いに
評価し合う仕方を学ぶ。表
現（文法項目）も深化さ
せ、より複雑な表現を吸収
し、自ら積極的に活用でき
るようにする。

【発展期】　自然・科学・文
化・社会・歴史に関して広
げた興味・関心をさらに発
展させ、より複雑なメッ
セージを含んだ文章を読
んだり、関連した題材につ
いて聞いたり読んだりしな
がら、自分の意見を短時
間で論理的に形成し、適
切な形で記述したり、意見
を交換したり、評価しあっ
たりできるようにする。

＊中学校の学習内容については、現行の学習指導要領における教科書（『New Crown』）によるものです。使用教科書決定後変更の可能性があります。

＊高校の学習内容についても、現行の学習指導要領における教科書（『Crown』シリーズ）によるものです。新教科書採択後変更します。

英語Ⅰ 広範囲かつ内容的にも深い多様な話題（星野道夫氏の自伝／エジプト文明／ハワイ

文化／与那国の海中遺跡／チンパンジーとの共存／20世紀概観／PEANUTS秘話）を取り上げた
文章を読みながら、音声知識・文法・語彙の知識を深化させ、簡単なレポート・スピーチ・ディス

カッションなどの活動に活用できるようにする。文法は、時制／助動詞／不定詞／分詞／動名詞

／比較などといった重要項目をより深化させ、やや複雑な構文に関しても学習し、学んだ知識を4
技能のすべての技能にわたって活用できる。

英語Ⅱ より発展的な内容（英語の慣用表現／アボリ

ジニ文化／国境なき医師団の活動／創造性／火星探査

／モナリザの謎／DNAと植物／地雷除去活動／対称性
を読解しながら、質疑応答や要約といった活動で理解を

深化させる。また語彙や会話表現、複雑な構文などに関

しても学習し、学んだことを活用する。

リーディング 様々な題材の文章を読んだり、関連し

た内容の文を読んだりしながら、理解した内容について

話し合ったり、スピーチをしたりする。また、リサーチした

内容について報告の形でまとめる。読む方法に関しても

深化させ、スキャニング・スキミング・フレーズ・推測といっ

た方法を適切に行う能力を身につける。

ライティング 英語Ⅰで学ん

だ文法項目を復習・定着させ、

伝えるべきメッセージを適切に

表現するために活用する（文レ

ベル）。次に、より具体的に設定

された場面で、表現すべき内容

をより自然かつ論理的な形で記

述する方法を学ぶ（文の接続レ

ベル）。最終段階で、条件・場

面・メディアなどを考慮しながら、

メッセージをより効果的に記述

する方法を学ぶ（段落レベル）。

記述内容も段階的に発展させて

いく。



生徒指導
6年間を見通した生徒の発達
段階を踏まえ、生徒が自主・
自立を意識した学校生活が送
れるようにし、集団生活にお
ける規範意識と社会性を養
い、将来のリーダーとしての
資質が身につくようにする。

人権教育の目標
生徒一人一人の人権感覚を磨
き、人権問題を自らの課題とし
て解決する意欲と実践力を身に
つける。
正しい生き方・職業観を理解
し、人間の尊重を基盤とした信
頼、思いやりの心を育て、差別
や偏見の克服に努める。

特別活動
【学級活動】
よりよい人間関係を築く力、
協力して学級や学校の生活の
充実向上を図るとともに、生
徒が当面する課題に主体的に
かかわる態度の育成をする。
【生徒会活動】
6年間にわたる幅広い異年
齢集団による健全な人間関係
の広がり、よりよい学校生活
を主体的に築こうとする自治
的能力や責任感の育成をす
る。
【学校行事】
集団への所属感や連帯意識を
深めつつ、学校や社会の中で
の様々な人とのかかわり、生
きること働くことの尊さを実
感できるようにするために、
インターンシップ、奉仕体
験、文化的な体験などの体験
活動を重視する。

○

○

○

望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進
を図り、節度を守り節制に心掛け調和のある生活
をする。1-(1)
温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思い
やりの心をもつ。2-(2)
学級や学校の一員としての自覚をもち、教師や学
校の人々に敬愛の念を深め、協力してよりよい校
風を樹立する。4-(7)

○

○

○

○

○

○

自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性
を伸ばして充実した生き方を追求する。1-(5)
それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなもの
の見方や考え方があることを理解して、寛容の心
をもち謙虚に他に学ぶ。2-(5)
地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛
し,社会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の
念を深め,郷土の発展に努める。4-(8)
より高い目標を目指し、希望と勇気をもって着実
にやり抜く強い意志をもつ。1-(2)
生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命
を尊重する。3-(1)
世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視
野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献す
る。4-(10)

各教科
【国語】
言語感覚を豊かにすること
で、道徳的心情や道徳的判断

力を育成する。

【社会】
社会的事象に対する理解を深
め、伝統と文化を尊重する心

を育成する。

【数学】
筋道を立てて考え、表現する
能力を高めることで、道徳的

判断力を育成する。

【理科】
自然とのかかわりを認識し、
生命尊重、科学倫理、環境保
全に寄与する態度を育成す

る。

【音楽】
音楽に対する感性を高め、美
しいものや崇高なものを尊重

する態度を育成する。

【美術】
創造する喜びを味わうように
し、美しいものを尊重する態

度を育成する。

【保健体育】
集団活動を通し、集団生活の
規律向上、相手を尊重する態

度を育成する。

【技術・家庭】
生活を工夫し創造する態度を
育成し、家族への敬愛の念を

深める。

【英語】
言語や文化に対する理解を深
め、世界の中の日本人として
の自覚を育てる。
【科学リテラシー】
情報収集・分析･活用･発信等
のスキルを学びながら、情報
モラルの向上を図る。

教育関係法規

道徳の時間の目標
各教科，総合的な学習の時間及び特別活動におけ
る道徳教育と密接な関連を図りながら、計画的，
発展的な指導によってこれを補充、深化、統合
し、道徳的価値及びそれに基づいた人間としての
生き方についての自覚を深め、道徳的実践力を育
成する。

三
学
年

二
学
年

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領
＜改正の基本方針＞
・教育基本法改正等で明確に
なった教育の理念を踏まえ
「生きる力」を育成する。
・知識・技能の習得と思考
力・判断力・表現力等の育成
のバランスを重視する。
･道徳教育や体育などの充実
により、豊かな心や健やかな
体を育成する。

学校教育目標

各学年の重点目標

1
2
3

学力の充実と、知性の啓発に努める。
自主独立の気風を養い、創造性を育成する。
情操豊かな人間性を陶冶し、健康な心身を鍛錬
する。

一
学
年

1

2

3

異年齢集団による活動等、全教育活動を通じて道徳
的な心情、判断力、意欲や態度などの道徳性を養
い、人間としてのあり方・生き方についての自覚を
深め、道徳的実践力の育成に向けた指導の充実を図
る。
悩みや葛藤等の思春期の心の揺れ、人間関係の理解
等の課題を積極的に取り上げ、道徳的価値に基づい
た人間としての生き方について考えを深められるよ
う配慮する。
自分の考えを書いたり討論したりする等の表現する
機会を充実し、自分とは異なる考えに接する中で、
自分の考えを深め、自らの成長を実感できるよう工
夫する。

1

2

総合的な学習の時間

目指す生徒像
揺るぎない学力や豊かな教養を持った生徒
知的好奇心や科学的探究心による豊かな創造力を
持った生徒
自然や文化を愛し、豊かな感性と表現力を持った生
徒
人間を尊重し、連帯感を持ちながら共に向上する生
徒
高い志を持ち、自己の未来を拓く、心身ともに健康
な生徒

道徳教育の指導の重点

【生徒の実態】
東北信を中心とした広範囲の
地域から通学し、ほとんどの
生徒が中学入学で新たな人間
関係を構築する。本校入学を
希望する時点から、自分の将
来の生き方に関心を持ってい
る。また、中高一貫教育校と
して幅広い異年齢集団での活
動に取り組む。
【家庭、地域社会の願い】
さまざまな分野でリーダー
シップを発揮することがで
き、社会のために貢献できる
人材の育成。

屋代高等学校附属中学校　道徳教育全体計画（案）

1
2

3

4

5
【鳩学】
信州を基盤に世界を考える幅
広い教養を育むための教科等
の枠を超えた横断的・総合的
な学習、探究的な活動を通
し、思考力・判断力・表現力
等をはぐくむとともに、各教
科における基礎的・基本的な
知識・技能の習得にも資する
など教科と一体となって生徒
の力を伸ばす。
【キャリア教育】
人間としてのあり方、生き方
を考えながら、進路選択の考
え方や方法を学び、望ましい
職業観、勤労観を育成する。
また、高い志のもと、多様な
進路実現を可能にするため
の、６年間の効果的、継続的
なキャリア教育を行う。



教育関係法規 生徒の実態

・日本国憲法 学校への所属感・満足度は全体

・教育基本法 的に高い。また多くの生徒が学

・学校教育法 習、班活動、学校行事に積極的

・学習指導要領 に取り組んでいる。

一方で、自転車や公共交通機関

の利用について、安全意識や規

範意識の不足している生徒もいる。

道徳教育のポイント 保護者・地域の願い

・発達の段階に応じた指導。 保護者・地域の学校に対する信

・生徒各々が人間としての在 頼が厚く、教育活動への理解及

　り方生き方の自覚を深める。 び協力する姿勢は高い。これま

・教育活動全体を通じて行う。 での本校の伝統を継承しつつ、

・自らを磨き、高める生徒 さらに高い次元の教育活動を、

　の育成を目指す。 期待している。

家庭との連携 班活動

  きめ細かな連携により、 ほとんどの生徒が班活動に加入

  保護者との信頼関係を している。班活動を通して、規

  築く。 　律、人間関係、協力することの

　大切さを学ばせる。

●表現力・発表力の育成 ●自主性の育成 ●学校行事の質的向上

・国語・外国語等における自己 ・体験活動、発表活動を通して、人から ・文化的意義の高い文化祭の実施

　表現活動及び他の生徒の前で 　言われてでなく、自ら主体的に何事に

　の発表活動を重視する。 　も取り組む姿勢を育成する。

●社会性の育成 ●コミュニケーション能力の育成

・クラスの他の生徒と積極的に関わり

　考察させる指導を重視する。 　良好な人間関係をつくることができ

●論理性・科学性の育成 　るようにする。

・数学・理科等の教科における

　学習を通して、論理的・科学

　的態度を育成する。

・ＳＳＨ、一人一研究の取組を

　通して科学的リテラシー・探究

　力・思考力・発表力を育て

　る。

・進路講演会や「屋代ミニ大学」を通し

　て自らの在り方生き方を考察させる。

・自らの進路に対して、安易に妥協し

　ない気概を育成する。

①　授業や行事における指導方法や指導体制を工夫・改善する。

②　早朝・放課後補習や「立志館」の充実を通じて、自主的に学習する集団の

　　育成を図る。

③　基本的生活習慣と規範意識を確立させ、責任感と行動力を育てる。

④　家庭や地域と連携を深め、開かれた学校づくりを推進する。

●講演会の実施

・交通安全・人権学習・保健に関する講

　演会を企画し、意識啓発の機会とする。

・公民等の教科における、社会を

進路指導

●体験的なキャリア教育の実践

各教育活動、領域における道徳教育に関する取組

各教科 総合的な学習・ホームルーム 特別活動

・生徒自身による上級学校見学及び

　職業体験の実施

●高い志を持たせる活動

1 生徒の進路希望実現に向けて、進路指導体制の継承と発展を図る
2 本校の教育効果を高め、理数教育を充実させるために、新しい教
  育課程の研究を行う
3 魅力ある、質の高い授業を提供できるよう、教科指導の研鑽に努
  める
4 健康で、元気な学校生活が送れるよう、生徒一人一人に配慮した
  支援を行う
5 屋代高校の特色をアピールできるよう、中学生や地域に対して積
  極的に情報発信を行う

具体的な教育活動・指導

本校が目指す道徳教育の具体像

　　 生徒各々が本校生徒としての自覚にもとづき、主体的に自ら
  の在り方生き方についての思索を深め、自らを磨き高めて、将来
  を展望する力を養成する態度に徹する。

教　育　目　標

　長野県屋代高等学校　道徳教育全体計画（案)

目指す学校の姿

全人的な教育による人づくりと進路実現をともにめざす学校



 

   

 

特色ある教育活動の 

全体指導計画(案) 

（平成23年 5月現在） 

 

(1) キャリア教育全体指導計画 

(2) 学校設定教科｢科学リテラシー｣の 

  全体指導計画 
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学習目標 教科・科学リテラシー

【自己理解】

【自己啓発】

【自己実現】

キャリア教育の全体指導計画（案）

１　屋代キャリア教育のねらい　～高い志で未来を拓くキャリア教育～

　　人間としてのあり方、生き方を考えながら、進路選択の考え方や方法を学び、望ましい職業観、勤労観を育成する。
　また高い志のもと、多様な進路実現を可能にするための、6年間の効果的、継続的なキャリア教育を行う。

２　育てたい力

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

３　指導計画

総合的な学習の時間・道徳 特別活動・体験学習

中
１

基
礎
期

≪キャリアプランニングⅠ≫
【自己探究】・自分の個性、適性
　　　　　　・今までの自分、将来の自分
【職業探究】・職業調べ
【社会探究】・屋高前駅から地域を考える
　　　　　　・地域、長野の地理
【キャリア講演会】文化、芸術、スポーツ
【特別講演会】　　健康、安全、自然科学
【先輩と語る会】　中学校生活
【ボランティア体験Ⅰ】

文化祭（鳩祭）
総合文化発表会（杏祭）
中高合同行事
先端技術出前授業
臨海研修合宿
校内語学研修
他校との交流

【探究】
・研究基礎
・科学探究
【スキル】
・コンピュータスキル
・情報リテラシー
【表現】
・プレゼンテーション
・コミュニケーション
・英語活用

○自己を見つめ、自己有用感を
　獲得する。
○働くことへの理解や仕事に関
　する理解を広げる。

・挨拶、礼儀、マナー、服装等
　、生活習慣の確立を目指す。
　(中1)
・基本的生活習慣を身に付け、
　基礎学力の定着を図る。(中2)

中
２

≪キャリアプランニングⅡ≫
【自己探究】・社会と自分
　　　　　　・地域の文化、伝統、産業
【職業探究】・働くということ
　　　　　　・職場体験
【社会探究】・屋高前駅から長野を考える
　　　　　　・長野、日本の地理
【キャリア講演会】理数関係、技術関係
【特別講演会】　　人権、マナー
【先輩と語る会】　学校生活、進路相談
【ボランティア体験Ⅱ】

文化祭（鳩祭）
総合文化発表会（杏祭）
中高合同行事
先端技術出前授業
イングリッシュキャンプ
他校との交流

【探究】
・一人一研究
・科学探究
【スキル】
・コンピュータスキル
・情報リテラシー
【表現】
・プレゼンテーション
・コミュニケーション
・英語活用

中
３

充
実
期

≪キャリアプランニングⅢ≫
【自己探究】・自己の適性や能力を探る
　　　　　　・将来の進路選択
【職業探究】・職業観、勤労観
　　　　　　・企業、研究施設見学
【社会探究】・屋高前駅から日本を考える
　　　　　　・日本、世界の地理
【キャリア講演会】企業関係、職業人関係
【特別講演会】　　国際社会関係
【先輩と語る会】　高校生活、進路相談

文化祭（鳩祭）
総合文化発表会（杏祭）
中高合同行事
先端技術出前授業
国内研修旅行
海外語学研修（希望者）
他校との交流

【探究】
・卒業論文
・科学探究
【スキル】
・コンピュータスキル
・情報リテラシー
【表現】
・プレゼンテーション
・コミュニケーション
・英語活用

○自己の適性・能力を理解し、
　その伸長に努める。
○働くことの大切さと厳しさを
　知り、人生観・社会観等を含
　んだ価値観を形成する。

・体験学習、探究学習等を通し
　社会の一員としての責任を自
　覚できるようにする。(中3)
・高校生活の位置づけを考え、
　卒業後の姿を想像する力、学
　問領域と職業の構成を理解し
　文理系を選択する力を育成す
　る。(高1)

高
１

キャリア講演会・体験学習との連携 進路学習

キャリアガイダンス
特別講演会（人文系・理数系）
特別講演会（人権・交通安全）
ずく出せ修行就業体験
ボランティア体験

文化祭（鳩祭）
総合文化発表会（杏祭）
先輩と語る会
屋高フォーラム
松代大本営見学

学習オリエンテーション
進路講演会
進路相談（個人・保護者）
文理選択ガイダンス
オープンキャンパス
ＰＴＡ進路講演会
ＰＴＡ大学見学

高
２

発
展
期

キャリアガイダンス
キャリア講演会
特別講演会（平和・人権教育）
ずく出せ修行就業体験
ボランティア体験

文化祭（鳩祭）
総合文化発表会（杏祭）
先輩と語る会
屋高フォーラム
屋代ミニ大学
修学旅行

進路ガイダンス
進路講演会
進路相談（個人・保護者）
オープンキャンパス
大学説明会
ＰＴＡ進路講演会
ＰＴＡ大学見学

○自己理解を深め、将来の生き
　方や将来設計を立案する。
○勤労観、職業観を確立し、進
　路実現に努力する。

・学問学科の内容について情報
　を収集整理し、キャリア形成
　の観点から選択するする力を
　育成する。(高2)
・進路を研究し、自己の適性の
　理解、将来設計の具体化を図
　る。(高3)

高
３

キャリアガイダンス
キャリア講演会
インターンシップ
ずく出せ修行就業体験
ボランティア体験

文化祭（鳩祭）
総合文化発表会（杏祭）
卒業生と語る会
屋高フォーラム
屋代ミニ大学
科学に親しむ教室
（小学生への出前授業）

進路ガイダンス
進路講演会
小論文対策講演会
進路相談（個人・保護者）
オープンキャンパス
ＰＴＡ進路講演会
ＰＴＡ大学見学



　　特別活動、体験学習、総合的な学習の時間、ＳＳＨプログラムなどとの連携。

　　≪ 表 現 ≫

　　≪ 探 究 ≫

・研究基礎　（１年）：与えられたテーマについてのグループ研究。探究活動の方法を学ぶ。

　　≪連携授業≫

・コミュニケーション

・プレゼンテーション

・英語活用

　コンピュータの基本操作、文章作成・表計算・プレゼンテーションソフトの使い方を習得し、コンピュー
タを学びや表現の道具として活用する能力を育成する。また本・新聞・インターネット等を利用して必要な
情報を探し出す力、複数の情報を比較し信頼性を判断する力、資料やデータを分析し、結論や推論を導く力
を育てる。また情報モラル等についての理解を深める。

　思考の基本となる、聞く・話す・読む・書く・議論する力を伸ばし、コミュニケーション能力を育てる。
また聞き手に分かりやすい内容・構成・表現を意識した効果的なプレゼンテーション能力を育成する。英語
を使い積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成し、世界の文化や歴史を学び、国際理解を深
める。

　　④表現力

３　学習内容

　  「校内語学研修合宿」、「国内語学研修」、「海外語学研修」等と連携し英語活用能力を伸ばす。

・情報リテラシー

　　コンピュータの基本操作、文章作成・表計算・プレゼンテーションソフトの使い方を学ぶ。

　　本・新聞・インターネット等から信頼できる情報を探し出し、その資料やデータを分析する方法、ホー
　　ムページなどを利用して情報を分かりやすく発信する方法、情報モラル等を学習する。

　　全ての教育活動において、コミュニケーションの基礎となる、読む力・聞く力・書く力の育成に取り組
　　む。さらに学校生活の課題や自然や社会の話題等について「グループ討論会」、「先輩と語る会」を実
　　施し、相手の立場になって分かりやすく話す力、議論する力を育てる。

　  「研究基礎」、「一人一研究」、「卒業論文」、「総合文化発表会（杏祭）」、「小学生向中学校紹介」
　　などの発表活動を実施し、プレゼンテーション能力を育成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【文献】「科学リテラシー向上のための『プロジェクト2061』」全米科学振興協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「21世紀の科学リテラシー像」北原和夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本の科学リテラシー」浪川幸彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「市民の科学技術リテラシーとしての基本的用語の研究」左巻健男

・グループ討論会　　：「人と自然」、「環境と社会」、「生命と倫理」を題材に科学のあり方を考える。

学校設定教科【科学リテラシー】の全体指導計画（案）

１　教科設定のねらい

2　育てたい力

　　①科学の知識・技能

 　日々の授業、先端企業や研究施設見学、出前授業、講演会等を通して、自然科学や人文科学への興味・関
心を喚起するとともに、科学と社会、科学と人間との関わりを学び、環境問題や生命倫理等の課題や豊かで
安全な社会を築くための科学技術のあり方についての理解を深める。

　リテラシーとは一般に言語を読み書きできる力、広くはその言語の背景にある文化を理解し、その言語を
活用できる力を意味します。したがって科学リテラシーとは、科学の基礎的な知識や技能をもち、日常の生
活や未来の社会のために、科学を正しく活用できる力と考えます。「科学リテラシー」では、身近な自然科
学や人文科学の題材を基に、科学の歩みと現代科学の基礎知識を学習し、自ら課題を見つけ、自ら学び、自
ら考え、主体的に判断する力、様々な問題を解決するための科学的思考力、自分の考えを表現し議論できる
力の育成を目指します。

・一人一研究（２年）：「深化・発展学習」、「鳩学」で学んだ内容などについての個人研究。

　　≪スキル≫

　　②科学的思考力

　「疑問・興味」⇒「仮説・予想」⇒「検証方法の検討」⇒「調査・実験・観察」⇒「資料データ分析」⇒
「まとめ・発表」⇒「新たな疑問」の探究活動を繰り返し経験させることで、科学的思考力、想像力、問題
解決能力を育てる。

・卒業論文　（３年）：興味関心のある様々な分野についての個人またはグループ研究。

　　③情報リテラシー

・科学探究　　　　　：「科学の歴史」、「物の仕組み」など、科学技術の基礎知識を学ぶ。

・コンピュータスキル



学習目標 探  究 スキル 表  現 連携授業

【探究活動の基礎を学ぶ】

【探究活動を充実させる】

【探究活動を発展させる】

学校設定教科「科学リテラシー」

学年区分

４　科学リテラシー学習計画

企業・研究所見学
自然体験学習
特別講演会（自然科学）
先端技術出前授業
校内語学研修
鳩学（総合的な学習の時間）
ＳＳＨプログラム

・科学への興味関心の喚起
・探究プロセスの習得
・コンピュータスキル養成
・情報検索と情報活用の力

中
２

一人一研究
グループ討論会
（例）「環境と社会」

科学探究
（例）科学の歴史
　　「測量の技術」
（例）物の仕組み
　　「組み立てよう」

ＨP作成ソフト
プレゼンテーション
ソフトの使い方
表計算ソフト利用
デジタルカメラ利用

中
１

基
礎
期

研究基礎
グループ討論会
（例）「人と自然」
科学探究
（例）科学の歴史
　　「科学者の顔」
（例）物の仕組み
　　「分解しよう」

ＰＣ基本操作
文章作成・表計算ソ
フトの使い方
図書館活用方法
情報検索方法
インターネット利用
と情報モラル

研究基礎発表会
新聞のすすめ
総合文化発表会（杏祭）
先輩と語る会
小学生向中学校紹介

クラスＨＰ作成
クラス新聞発行
一人一研究発表会
総合文化発表会（杏祭）
先輩と語る会
小学生体験入学発表

企業・研究所見学
特別講演会（自然・人文）
先端技術出前授業
イングリッシュキャンプ

鳩学（総合的な学習の時間）
ＳＳＨプログラム

卒業論文
グループ討論会
（例）「生命と倫理」

科学探究
（例）科学の歴史
　　「宇宙開発」
（例）物の仕組み
　　「乗り物」

データ分析基礎
情報リテラシー
・情報の選択
・情報の信頼性
・情報とモラル
画像処理

附属中生徒ＨＰ作成
附属中生徒新聞発行
卒業論文発表会
総合文化発表会（杏祭）
先輩と語る会
小学生体験入学発表
各種科学コンテスト

企業・研究所見学
特別講演会（自然・人文）
先端技術出前授業
海外語学研修（希望者）
鳩学（総合的な学習の時間）
ＳＳＨプログラム

・教科「情報」と接続
・英語による地歴・公民等の授業
・英検、TOEICへの参加
・英語による人文科学系講演会
・附属中学生との英会話教室
・英語スピーチコンテスト
・高校生論文コンテスト
・ＳＳＨプログラム

≪人文科学系≫

・数学オリンピック、物理オリンピック等
　科学コンテストへの参加
・英検、TOEICへの参加
・数学、理科の授業でのＰＣ活用
・課題探究（課題研究）
・英語による自然科学系講演会
・附属中学生との数学実験教室
・ＳＳＨプログラム
・信州サイエンスキャンプ、科学の甲子園

≪自然科学系≫

数学オリンピック
物理オリンピック
科学の甲子園

教科「情報」と接続 中学生体験入学発表
英語の科学用語
新聞の英単語

大学・研究所研修
野外観察実習
ＳＳＨプログラム
信州サイエンスキャンプ

中
３

高
１

高
２

発
展
期

・探究活動で学んだ力の活用
・個々の個性、才能を伸ばす
　ための各種活動の充実
・各種コンテスト等への参加
・英語による表現力の養成
・附属中学生との連携授業
・他中高一貫校との交流

高
３

充
実
期

・自ら課題を見つけ、学び、
　考え、主体的に判断する力
・科学的思考力
・情報リテラシー
・コミュニケーション能力



「鳩学」（総合的な学習の時間）の全体指導計画（案）  ～信州を基盤に世界を考える幅広い教養を育むための教科横断的な学習～
1 ねらいと育てたい力

①

②

③

2 学習指導計画(案)

テーマ 内容 教科 月 テーマ 内容 教科 月 テーマ 内容 教科 月

信州の生活
（現在・過去・未来）

果樹栽培の行程と植物の子
孫の作り方

理科 5月 Message from Nagano
善光寺は
どのようなお寺？

社会 5月 松代と地震
松代大本営建設の経緯
終戦後の大本営跡の利用

社会 4月

微生物が支える
長野の産業

キノコの栽培手順 理科 6月
信州の生活
（現在・過去・未来）

森将軍塚古墳は
いつできた？

社会 5月
エネルギー
（現在・過去・未来）

原油の化学とエネルギー 理科 6月

松代と地震 松代地震観測所の役割 理科 7月 方言学
統一国家の成り立ちと
言葉の広がり

社会 5月
エネルギー
（現在・過去・未来）

石油に代わる次世代エネル
ギー

理科 6月

松代と地震 なぜ松代で地震が起きた？ 理科 7月
微生物が支える
長野の産業

醸造・発酵の科学 理科 7月
微生物が支える
長野の産業

信州大学と高山村のバイオ
エタノール作り

技術 6月

松代と地震 善光寺地震とは？ 理科 7月 Message from Nagano
善光寺や長野を英語で紹介
しよう！

英語 8月 千曲川と人間生活
千曲川がもたらす
自然の恵み（ダム発電）

理科 6月

微生物が支える
長野の産業

キノコ栽培の歴史と屋代高
校

社会 7月 方言学 方言の成り立ち 国語 8月
信州の生活
（現在・過去・未来）

算額（江戸時代の数学） 数学 6月

微生物が支える
長野の産業

冬場の産業としての醸造 社会 7月 方言学 長野の方言 国語 8月 Message from Nagano 長野に関連した俳句 国語 7月

微生物が支える
長野の産業

長野の地場産業（醸造業） 社会 7月
信州の生活
（現在・過去・未来）

養蚕業が発展した理由 社会 11月
信州の生活
（現在・過去・未来）

更級の”おばすて”と福祉 社会 12月

エネルギー
（現在・過去・未来）

茶臼山の亜炭
亜炭の燃焼

理科 8月
エネルギー
（現在・過去・未来）

日本のエネルギー事情
（浅川の原油）

社会 11月
信州の生活
（現在・過去・未来）

長野県の社会福祉
（長寿県・長野の秘密）

社会 12月

昔、戸隠は海だった？ 戸隠の化石の成り立ち 理科 8月
エネルギー
（現在・過去・未来）

世界のエネルギー事情 社会 11月 千曲川と人間生活 千曲川の自然を守る活動① 理科 12月

微生物が支える
長野の産業

微生物についての論説 国語 10月
エネルギー
（現在・過去・未来）

太平洋戦争中の亜炭利用 社会 2月 千曲川と人間生活 千曲川の自然を守る活動② 社会 1月

信州の生活
（現在・過去・未来）

長野の塩の道について 社会 11月 満州開拓団と信州 満州開拓団と中国残留孤児 社会 3月 Message from Nagano 長野の国際交流の実態 社会 2月

信州の生活
（現在・過去・未来）

果樹栽培と扇状地 社会 1月 外国人が見たNAGANO
NAGANOに住んで思うこと
（外国人から見た長野）

英語
信州の生活
（現在・過去・未来）

長野県民の生活スタイル
（長寿県・長野の秘密）

保健 2月

千曲川と人間生活
県歌・信濃の国に描かれる
長野県

社会
信州の生活
（現在・過去・未来）

カイコの繭から生糸まで 理科 3月

千曲川と人間生活 県歌[信濃の国]を歌おう！ 音楽 外国人が見たNAGANO
NAGANOに住んで思うこと
（外国人から見た長野）

英語

外国人が見たNAGANO
NAGANOに住んで思うこと
（外国人から見た長野）

英語
信州の生活
（現在・過去・未来）

塩の道沿いにできた長野独
自の食品

家庭

信州の生活
（現在・過去・未来）

長野県の変わった食文化 家庭

＊｢鳩学」で学んだ内容を発展させて、学校設定教科｢科学リテラシー｣の一人一研究(２年)、卒業論文(３年)に取り組む生徒もいる。

１年 ２年 ３年

身近な環境、歴史文化、科学技術について教科横断的に学ぶことを通して、教養を広げる。

長野県の豊かな自然や歴史・文化・産業など地域の特性について、知的好奇心や探究心を育みながら、それらの科学事象や社会事象を地球規模で多角的・多面的に捉える能力を育てる。

地域に対する誇りを持ち、実生活に基盤を置き、環境を大切にしようとする態度を育てながら、地域の自然や歴史・文化を調べたり生活に生かしたりしようとする意欲を育てる。



 
小学校の児童・保護者のみなさま 

 

平成２３年度 授業公開・入試説明会等 のご案内 

  長長野野県県屋屋代代高高等等学学校校附附属属中中学学校校  

 

 

 

 
 
 
 お知らせとお願い 
＊千曲市更埴文化会館（あんずホール 026－273－1880）は、 
駐車場があります。 

＊屋代高校の駐車場は 60台程度です。公共交通機関等の 
ご利用をお願いします。 

＊屋代高校へご来校の際には、上履き・下足袋のご用意を 
お願いします。 

＊日程や内容は、都合により変更する場合がございます。 
＊詳しい情報は、本校 HP ( ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ) をご覧ください。 

日 付 事業名・場所 主な内容 主な対象 事前申込み等 

5 /21(土 ) 
 

授業公開 

本校 

高校の通常授業を公開します 
・受 付   ８：４０～ (生徒昇降口) 
・１時限目  ９：００～ ９：５５  
・２時限目 １０：０５～１１：００ 

小中学生とその保護者 
 

必要ありません 
 

6 /25 (土 ) 
 

学校説明会 

千曲市更埴文化会館 
 
 
 

学校概要、教育内容等を説明します 
（第１回、第２回とも内容は同じです） 
 
第１回  １０：００～１１：３０ 

 
第２回  １４：００～１５：３０ 

 

小学生および保護者 
附中に関心のある皆様 
学校関係者等 
・千曲市、坂城町、長野市

以外の北信地区の皆様 
・長野市、東信・中信・南

信地区等の皆様 

必要ありません 
 

7 /  9 (土 ) 
7 /10 (日 ) 

鳩祭（文化祭） 

本校 
一般公開   ９：３０～１５：３０ 関心のある皆様 必要ありません 

8 /27 (土 ) 
 

授業公開 

本校 
高校の通常授業を公開します 
     １０：００～ 

小中学生とその保護者 
 

必要ありません 

シンポジウム 

本校 
中高一貫教育について、パネラーを 
お招きして公開で話し合います 
      １３：００～ 

小学生および保護者 
附中に関心のある皆様 
学校関係者等 

必要です 
・詳細は後日HP 
に掲載します 

10/ 8(土) 
 
 

入試説明会① 

千曲市更埴文化会館 
 

入学者選抜要綱、出願方法等を説明

します    １０：００～１１：３０ 
（10/ 13(木)入試説明会②と同じ内容です） 
 

受検を希望する６年生

およびその保護者 
必要ありません 

10/13(木) 
 

入試説明会② 

千曲市更埴文化会館 
入学者選抜要綱、出願方法等を説明

します    １９：００～２０：３０ 
（10/8(土)入試説明会①と同じ内容です） 

受検を希望する６年生

およびその保護者 
 

必要ありません 

入学者選抜日程 ・志願受付期日     平成 23年 11月 15日（火）～11月 17日（木） 
・適性検査等の実施期日 平成 23年 12月 10日（土） 
・合格者の発表期日   平成 23年 12月 19日（月） 

 

 
長野県屋代高等学校（中高一貫準備室） 

 
〒387-8501 長野県千曲市屋代 1000番地 
電  話  026-272-0069 
F A X   026-261-3450 
U R L   http://www.nagano-c.ed.jp/yashiro/ 
E-mail  yashiro@nagano-c.ed.jp  

 

開校に向けた事業のご案内です。多くの皆さんのご参加をお待ちしております。 

資料４ 


